
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

【
出
演
】

【
出
演
】

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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鬼女 大 王
鬼 女
鬼 女

河 合  大 輔
広 増  一 誠
岡 本  祐 也

平 維 茂
従 人
八幡大菩薩
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坂 本  大 輝
広 増 未 来
山 下  清 隆

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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田 上  敬 洋
青 木  静
山 下  颯 工
山下  沙利奈

　平安時代の中頃、武勇の誉れ高い信濃の守・中納言平維茂（たいらのこれもち）は、「信州・戸隠山に棲み、世の中に災いを及ぼ
している『鬼女』を退治せよ」との勅命を受けます。
　維茂主従は、戸隠の険しい道を登りますが季節は秋、艶やかに色づいた紅葉は陽を受けて燃えさかる炎のように美しい景色の
中で、姫に化身した鬼女が「紅葉狩の宴（うたげ）」を開いていました。主従は誘われるまま宴の客となり、酔い伏してしまいます。
　麗しき姫は、正体を現し取り食らおうとしますが、その時維茂が日頃より信心する八幡大菩薩の使神竹内ノ神が現れ鬼女を追
い払い『神剣』を授けます。正気を取り戻した主従は、鬼女との戦いに挑み、退治するという物語です。

第二幕『紅葉狩』（もみじがり）

・・・
・・・

胡 蝶
土 蜘 蛛

坂 本  大 輝
河 内  大 輔
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源 頼 光
卜部 季 武
坂田 金 時

山 下  健 次
木 村  健 斗
広 増  神

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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田 上  敬 洋
山 下  清 隆
広 増  一 誠
青 木  静

　大和の国を一望する葛城山に棲み付き、天下を撹乱（かくらん）しようとする土蜘蛛の精魂が、都の守・源頼光（みなもとのらい
こう）へ忍び寄ります。
　時に頼光は病に伏し、頼光の美しい侍女・胡蝶（こちょう）が典薬（てんやく）の守から薬を持ち帰るところを、土蜘蛛の精魂は
襲います。そして、胡蝶になりすますと、頼光に毒薬を薬と偽って飲ませます。
　しかし、頼光に正体を見破られ、伝家の宝刀「膝丸（ひざまる）」で一太刀浴びた土蜘蛛の精魂は葛城山へと逃げ帰ります。
　頼光は、我が身を救った宝刀「膝丸」を「蜘蛛切丸（くもきりまる）」と改め、四天王にこの刀を授け土蜘蛛退治を命じます。四天
王は、葛城山へ向かい精魂の妖術に立ち向かい、壮絶な戦いの果てに成敗するという物語です。

第一幕『土蜘蛛』（つちぐも）

下河内神楽団プロフィール ～広島市佐伯区～
　当神楽団は広島市佐伯区の河内神社を拠点に活動し、創設は江戸時代末期と言われています。当時は安芸十二神祇神楽
を奉納しておりました。戦時中に中断した時期もありましたが昭和24年に有志が集い活動を続けて参りました。
　昭和50年代後半頃より団員の減少で神楽団の存続が危ぶまれるようになったため、神社での奉納だけでなく活動の幅を
広げ、当時の若手団員数名が山県舞(6調子)や高田舞(8調子)と呼ばれる芸北神楽の導入に尽力し、今の下河内神楽団が形作
られています。
　近年は、公演回数も増え年間を通じて活動しています。芸北神楽の公演が増えていますが、秋祭りなどでは十二神祇神楽
を奉納し、儀式舞を後世へ継承して参りたいと思っております。

しもごうちかぐらだん


